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米
60％

野菜
23％

その他
　　5％

花き 2％
果実 2％ 麦類 2％

豆類
　　　6％

0
令和元年

年々増加
しています！
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55
歳
の
時
、両
親
が
営
む
農
業
に
改
め

て
興
味
を
持
ち
、会
社
の
早
期
退
職
制
度

を
利
用
し
、令
和
５
年
に
就
農
し
ま
し
た
。

　

農
業
経
営
を
す
る
上
で
収
支
の
見
え
る

化
を
進
め
た
い
と
考
え
、令
和
５
年
度
青

色
申
告
相
談
会
に
参
加
し
ま
し
た
。最
大

65
万
円
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
や
、収

支
明
細
書
を
作
成
す
る
こ
と
で
財
務
状
況

が
明
確
に
な
る
な
ど
の
利
点
を
知
り
、令
和

６
年
分
か
ら
青
色
申
告
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
は
高
温
障
害
で
エ
ダ
マ
メ
が
大

き
く
減
収
し
、天
候
の
影
響
を
受
け
や
す
い

農
業
の
厳
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。昨
年
の

　

異
常
気
象
に
よ
り
発
生
す
る
被
害
は
甚

大
に
な
る
傾
向
が
あ
る
の
に
、花
き
類
に
は

補
償
制
度
が
無
く
、そ
の
必
要
性
を
強
く

感
じ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、当
時
は
新
た
な

品
目（
松
苗
）へ
の
挑
戦
も
視
野
に
入
れ
て

お
り
、収
入
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
令
和
元

年
か
ら
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
後
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
主
食
用
米
の
価

格
下
落
や
、経
験
の
な
い
猛
暑
で
キ
ク
に
生

育
不
良
が
発
生
し
ま
し
た
。最
大
限
の
管
理

努
力
を
し
て
も
一
部
が
販
売
不
能
に
な
る

な
ど
、経
営
危
機
を
感
じ
る
年
も
あ
り
ま
し

た
が
、収
入
保
険
が
大
き
な
助
け
と
な
り
ま

経
験
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
る
こ

と
が
重
要
と
学
び
、青
色
申
告
に
す
る
こ
と

で
、令
和
７
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
し
て

い
ま
す
。

　
就
農
し
て
ま
だ
３
年
で
す
が
、こ
れ
か
ら

も
収
入
保
険
の
加
入
を
安
心
材
料
に
、収

益
率
の
向
上
を
目
指
し
、ゆ
く
ゆ
く
は
収
益

性
の
高
い
作
物
を
作
っ
て
み
た
い
で
す
。こ

の
点
で
も
収
入
保
険
は
、新
規
品
目
に
安

心
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。ま
た
、で
き
る
だ
け
楽
に
農
作
業
が
で

き
る
よ
う
ス
マ
ー
ト
農
業
を
取
り
入
れ
て
、

効
率
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

し
た
。

　

自
然
災
害
は
い
つ
牙
を
剥
く
か
予
想
で

き
ず
、昨
年
上
昇
し
た
主
食
用
米
の
価
格

も
、必
ず
し
も
安
心
材
料
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。収
入
保
険
は
経
営
努
力
で
カ
バ
ー
で
き

な
い
リ
ス
ク
か
ら
農
業
経
営
を
守
り
、新
た

な
挑
戦
の
後
ろ
盾
に
も
な
って
く
れ
る
点
が

最
大
の
強
み
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

実
情
に
沿
っ
た
制
度
改
正
・
特
例
の
追

加
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
な
の

で
、収
入
保
険
が
よ
り
多
く
の
農
業
者
の

助
け
に
な
って
い
く
と
思
って
い
ま
す
。

リスクに備えて 安心の後ろ盾として

　

近
年
、台
風
や
豪
雨
、記
録
的
な
猛

暑
に
よ
る
高
温
障
害
な
ど
の
自
然
災

害
が
激
甚
化
、頻
発
化
し
て
い
ま
す
。　

　

収
入
保
険
は
、こ
う
し
た
自
然
災
害

の
ほ
か
、イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
獣
害
や

病
虫
害
、価
格
低
下
な
ど
に
よ
る
収

入
減
少
を
広
く
補
償
し
ま
す
。農
業

者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
て
、県
内

で
も
多
く
の
方
に
加
入
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、収
入
保
険
へ
加
入
を
決
め

た
農
業
者
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

農
業
経
営
の
支
え
に
収
入
保
険

新
規
加
入
申
請
受
付
中
！

　

加
入
者
数
は
年
々
増
加
し
、令
和
７

年
契
約
で
は
３
、６
９
６
経
営
体
の
方

が
加
入
し
て
い
ま
す
。【
図
１
】

　

加
入
さ
れ
た
方
の
栽
培
品
目
は
、【
図

２
】の
と
お
り
で
、水
稲
が
６
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
の
新
規
の
加
入
申
請
期
限
は
12
月
末
日
で
す（
個
人
の
場
合
）。

　

収
入
保
険
の
加
入
要
件
は
青
色
申
告
の
実
績
が
１
年
以
上
あ
る
農
業
者
の
方
で
す（
例

え
ば
、令
和
７
年
分
よ
り
青
色
申
告
を
開
始
す
る
方
は
、令
和
８
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入

で
き
ま
す
）。

　

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
、収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

    小
お の

野  誠
せ い じ

治 さん（58）

両親と３人で、水稲４㌶とエダマメやゆき菜など
４種類の野菜70㌃を栽培しています。

    佐
さ と う

藤  隆
り ゅ う い ち

一 さん（63）

多品種のスプレーギク20㌃、水稲4.7㌶、松苗40
㌃を栽培しています。

県
内
の
加
入
状
況

特 集特 集

保険期間の
販売収入
800万円

合計
90万円積立方式 90万円

自己責任部分

保険期間の
販売収入
700万円

合計
180万円 合計

360万円

積立方式 90万円
保険方式 90万円

自己責任部分

保険期間の
販売収入
500万円

積立方式 90万円

保険方式 270万円

自己責任部分

【保険方式80％】

基準収入金額が1,000万円の場合、
どのくらい補てんされるの？

基準収入金額が1,000万円の場合、保険期間の農産物の
販売収入が900万円を下回った場合に補てんされます。
※掛捨ての保険方式の補償限度80％と掛捨てではない積立方式の補償幅10％・
　支払率90％で加入した場合の例です。

【図１】県内の収入保険 加入状況【図2】品目別加入状況

農業者ごとに、保険期間の収入が基準収入の９割（補償限度）を下回った場合
に、下回った額の９割（支払率）を補てんします。

加 者入 の 声 加 者入 の 声

名取市 石巻市

3　 ひろげよう和みの和 ひろげよう和みの和　 2



事
故
が
発
生
し
た
際
の
通
知

作
付
面
積
や
作
物
を
変
更
し
た
際
の
通
知

特 集

●令和8年から保険開始の加入スケジュール（税の収入算定期間が１月１日〜12月31日の場合）

加入に
必要なもの

個　人………青色申告決算書、所得税の確定申告書第１表
法　人………損益計算書、法人税の申告書の別表１および別表４
その他に雑収入の内訳が分かる書類  等

保険料、積立金は
分割支払（最大9
回）もできます。

「もしも」に備えて、さまざまなタイプや保険料等をシミュレーションしながらご提案します。

※加入申請年（令和7年）1年分のみの青色申告実績（1中1）で加入する場合、青色申告であることが確認できる書類が必要です。

〜12月 １月　　  ２月 ６月  〜  12月３月　　  ４月　　  ５月

※個人の場合のイメージです。　※法人で税の収入算定期間が異なる場合のスケジュールはお問い合わせください。

保険期間（税の収入算定期間）加入申請期間

加入申請書 営農計画書 過去の税申告書類
令和3年分〜令和6年分

   保険期間中（1月〜12月）は、農作業日誌に作付け、施肥、防除等の月日を記録し保存をお願いします。
   また、災害等で収入の減少が見込まれる場合は、遅滞なく最寄りの支所へご連絡ください。

保険期間中に災害等で収入が大きく減少し、資金が必要
な場合は、無利子のつなぎ融資を受けることができます。

保険料等
の納付

令和8年令和7年

令和7年分の実績を加え
て、基準収入を算定。

令和7年分の
税務申告書類提出するもの

ご用意いただく
税務申告書類

特 集
　

お
手
元
に
届
く
保
険
証
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
営
農
計
画
書
の

内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、農
作
物
等
の
作
付
後
１
カ
月
以
内

に
通
知
し
て
く
だ
さ
い
。

　

作
付
け
し
て
い
る
農
作
物
が
災
害
等
で
収
入
が
減
少
す
る
事
故

（
被
害
）が
発
生
し
た
際
は
、遅
滞
な
く
通
知
し
て
く
だ
さ
い
。

　

価
格
低
下
等
の
目
に
見
え
な
い
事
故
も
忘
れ
ず
に
通
知
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 「
遅
滞
な
く
」と
は
、現
地
確
認
等
に
よ
り
被
害
を
確
認
で
き
る
状
態
が

　

  

保
持
さ
れ
て
い
る
期
間
と
な
り
ま
す
。

+
 プラス！

収入保険 園芸施設共済
収入保険と園芸施設共済の
両方の加入がおすすめ！

(施設内の農産物) (ハウス本体の補償)

　

収
入
保
険
に
は
令
和
５
年
に
加
入
し
て

今
年
で
３
年
目
に
な
り
ま
す
。過
去
に
水

害
に
よ
る
作
物
の
流
失
や
浸
水
の
被
害
も

経
験
し
て
い
た
の
で
、さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク

に
対
応
で
き
る
保
険
と
聞
き
加
入
し
ま
し

た
。加
入
し
た
年
は
夏
の
猛
暑
で
ネ
ギ
が
腐

り
、収
入
減
少
は
あ
り
ま
し
た
が
、加
入
し

た
お
か
げ
で
翌
年
の
営
農
継
続
に
安
心
し

て
動
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

減
少
し
た
収
入
を
補
填
す
る
収
入
保

険
は
、従
業
員
の
賃
金
確
保
を
考
え
る
経

営
体
に
は
必
須
で
す
し
、設
備
投
資
な
ど
、

先
々
の
支
払
い
計
画
を
立
て
る
際
に
も
安

心
材
料
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
本
体
の
補
償
も
必
要
と
園
芸
施

設
共
済
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。ハ
ウ
ス
が

川
沿
い
に
あ
り
、強
風
に
よ
る
被
害
が
心
配

だ
か
ら
で
す
。ハ
ウ
ス
は
冬
季
に
ネ
ギ
を
囲
っ

て
お
く
場
所
と
し
て
も
重
要
な
の
で
補
強

パ
イ
プ
で
強
度
を
上
げ
て
い
ま
す
が
、今
年

３
月
の
強
風
で
は
ハ
ウ
ス
に
被
害
が
発
生

し
、共
済
金
を
受
け
取
れ
助
か
り
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
で
農
産
物
の
販
売
収
入
の
減

少
を
補
償
、園
芸
施
設
共
済
で
ハ
ウ
ス
本
体

の
補
償
。今
後
も
農
業
保
険
に
加
入
し
安

定
し
た
経
営
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

営農継続の力になりました

　　　　 タカノー産業株式会社

    高
た か は し

橋  範
の り ひ ろ

宇 さん（37）
ネギ5.4㌶・主食用米6.6㌶・飼料用米13㌶・大豆
1.3㌶のほか、ソラマメやキャベツなどの野菜も
手掛けています。

〈例１〉

令和7年7〜8月 主食用米 収入20％減少

猛暑の影響で生育不良が発生し、品質が低下した。

〈例２〉

令和7年11月頃 いちご 収量30％減少

生育期にうどんこ病が発生し、収量が低下した。

〈営農計画変更の際に通知いただく内容〉
　　□ 栽培する農作物の種類
　　□ 栽培面積および経営面積
　　□ 栽培時期
　　□ 見込まれる収穫量

〈事故発生の際に通知いただく内容〉
　　□ 事故の発生年月日
　　□ 事故が発生した農産物の種類
　　□ 事故の詳細

チェック

加 者入 の 声

加美町

通
知
が
遅
れ
た
場
合
は
、保
険
金
等
の
支
払
い
が

免
責
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�

※
従
来
か
ら
、規
程
等
で
、営
農
計
画
の
変
更
や
事
故
発
生
通
知
の
遅
れ
は
免
責

　

と
さ
れ
て
お
り
、令
和
７
年
契
約
よ
り
厳
格
に
運
用
さ
れ
ま
す
。

収
入
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

お
忘
れ
で
は
な
い
で
す
か
？
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収
穫
前
の
被
害
申
告
を

忘
れ
ず
に

　

水
稲
共
済
の
被
害
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。田
ん
ぼ
を
よ
く
見
て
加
入
方

式
等
の
基
準
で
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。被
害
申
告
が

な
い
と
損
害
評
価
が
で
き
ず
、被
害
が
あ
っ
て
も
共
済
金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

次の災害（共済事故）で減収が見込まれる圃場の確認をお願いします。

◇風水害 ◇干害 ◇ひょう害 ◇冷害 ◇雨害湿潤害
◇冷湿害 ◇地震害 ◇雷害 ◇噴火の害 ◇地すべり
の害 ◇火災 ◇病害 ◇虫害 ◇鳥害 ◇獣害 ◇その
他、気象上の原因による災害

被害申告（損害通知書兼野帳の提出）

圃場の確認

損害評価と共済金支払い

被害表示札（立札）の立て方

田んぼ良い例

悪い例

左右どちらの田んぼか分からない

農道側の確認しやすい位置に立ててください

ま
と
め
て
立
て
る
と

ど
の
田
ん
ぼ
か
分
か
ら
な
い

農　道

農　道

立札 立札

立札 立札

田んぼ 田んぼ

田んぼ 田んぼ 田んぼ

立札 立札立札

注　意
　
評
価
前
に
刈
り
取
ら
な
い

　

や
む
を
得
ず
刈
り
取
り
日
が
早
ま
る
場
合
は
、必
ず
事
前

に
最
寄
り
の
支
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

被
害
申
告
し
た
圃
場
の
一
部
で
も
刈
り
取
っ
て
し
ま
う
と

損
害
評
価
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

適切な損害評価のため、被害申告をした田んぼが1枚
ごとに分かるよう道路側に見やすく立てましょう

被害が圃場一筆だけであっても支払いの対象になる特例があります

水稲
共済

半 相 殺 方 式 に加入の場合

半相殺方式（8・7・6割補償）
被害耕地の減収量の合計が農家ご
と・類区分ごと(主食用・飼料用等)に
基準収穫量の合計の2・3・4割を超え
ると見込まれる場合。また、一筆全損
被害、一筆半損被害（特約付帯の場
合）がある場合。
※�損害通知書に加入者から「10a当た
りの見込収穫量」を記入していただ
きます。

農家申告抜取調査
損害評価員等で調査班を編成し、被害申告圃場のうち一
定数を任意に抽出し、検見または実測で調査し、必要に
応じて分割評価を行います。

抜取(実測)調査
農家申告抜取調査を検見で行った場合、各調査班ごとに
10筆以上を任意に抽出し、損害評価会委員等が実測調査
します。

▶ ▶ 共済金
12月中下旬

支払予定

全 相 殺 方 式 に加入の場合

全相殺方式 施設型・青色申告
型・白色申告型（9・8・7割補償）
農家ごと・類区分ごと(主食用・飼料
用等)に基準収穫量の合計の1・2・3
割を超える減収が見込まれる場合。
また、一筆全損被害、一筆半損被害

（特約付帯の場合）がある場合。

共済事故確認調査
被害申告した農家の圃場について、事故の発生状況を確認
し、必要に応じて分割評価を行います。

施設計量全数調査
乾燥調製施設の計量結果を調査します。
※「青色申告および白色申告」による収穫量の確認は、確定申告終了後に決算書
　及び品目別内訳書等により行います。

▶ ▶
共済金

12月中下旬
支払予定

※�青色申告型およ
び白色申告型は
翌年４月下旬に
支払い予定

1圃場で全損の被害（収量が０kg）があった場合、圃場単位で共済金の
支払対象になります（必ず０kgであることを申告してください）。

1圃場で５割以上の減収が発生した場合、圃場単位で共済金の支払対象
になります。

［例］圃場②の被害面積10a・基準収穫量500kg・選択単価200円の場合
全損の被害（０kg）として評価し、基準収穫量の７割分の減収量を共済金としてお支払いします。※1

350kg × 200円 ＝ 70,000円

［例］圃場③の被害面積10ａ・基準収穫量500kg・選択単価200円の場合
５割以上の減収として評価し、基準収穫量の２割分の減収量を共済金としてお支払いします。※1

100kg × 200円 ＝ 20,000円
　　※1  全相殺方式・品質方式・地域インデックス方式は補償割合９割、半相殺方式は補償割合８割を選択している場合の割合です。
　　※2  一筆半損特例は加入申し込みの際に付帯の有無を選択します。

圃場①

被害なし被害なし

被害なし被害なし

圃場①

圃場②

全損被害全損被害
（（０kg０kg））

被害なし被害なし

圃場②

圃場③

被害なし被害なし

5割以上の被害5割以上の被害

圃場②の
基準収穫量の

7割分の共済金を
 お支払いします※1

圃場③の
基準収穫量の

2割分の共済金を
 お支払いします※1

圃場③

被害申告は損害通知書兼野帳（組合員等記入欄）に災害の発生月日、災害の
種類、申告単収（半相殺方式の場合）を記入の上、提出してください。

立札の立て方
のポイント

チェック

一筆全損特例（自動で付帯）

損
害
通
知
書
兼
野
帳
の
記
入
例

一筆半損特例（選択して付帯）※2

組合員等コード 99999999 組合員等氏名  共済　太郎

組合員等記入欄

耕地
番号

分筆
番号 地名地番 引受

面積

（a）

品種名 基準単収

（kg/10a）

災害の
発生月日 災害の種類 申告単収

（kg/10a）

0001 001 三本木大豆坂1 10.0 ウルチ米 500 8月20日 風水害 200

0002 001 三本木大豆坂２ 20.0 ウルチ米 500

0003 001 三本木大豆坂3 10.0 ウルチ米 500

0004 001 三本木大豆坂4 20.0 ウルチ米 500
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皮膚真菌症の
疑い

ま
だ
ま
だ
熱
中
症
に
は
気
を
つ
け
て

　

熱
中
症
の
死
亡
事
故
は
９
月
に
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
油
断
は
禁
物
で
す
。十
分
な
対
策
を
し
、熱
中
症

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

減
ら
そ
う
！ 

コ
ン
バ
イ
ン
事
故

点
検・整
備
を
万
全
に

　

秋
の
収
穫
作
業
が
本
番
を
迎
え
ま
す
。

　

事
故
が
起
き
る
と
修
理
に
時
間
を
要
し
、

生
産
性
が
著
し
く
低
下
し
ま
す
。
安
全
に

効
率
よ
く
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
点
検
と

整
備
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
も
し
も
の
事
故
に
備
え
、
農
機

具
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

エンジン部
燃料・エンジンオイル・クーラン
トは適量か定期的に確認を！オイ
ルフィルターはいつ交換したのか
もチェックを！

脱穀部
こぎ歯や切り刃、受け網等に破損
がないか点検を！

機体（全体）
各Ｖベルトの張りは適正か、また
傷や亀裂等がないか確認を！

農機具
共済

走行部
駆動部分へのグリスアップを忘れずに！
点検時や作業中に異音を発する場合は、グリ
スが切れて金属同士がこすれて回っていること
が！特に揺動転輪部（スイングアーム・揺動転輪）
へのグリスは、こまめに確認し注油を！

家畜
共済

気
を
付
け
た
い
病
気
に
つ
い
て 

～
皮
膚
真
菌
症
～

　
「
牛
の
個
体
識
別
の
た
め
の
情
報
の
管
理
お
よ
び

伝
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」に
基
づ
い
て
、管
理

者
は
牛
の
両
耳
へ
の
耳
標
の
装
着
や
出
生
・
異
動
の

届
け
出
等
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

家
畜
共
済
で
は
、牛
の
個
体
識
別
情
報
を
も
と
に
、

期
首
引
受
や
期
末
調
整
を
行
い
ま
す
の
で
、導
入
や

出
生
で
頭
数
が
増
え
た
場
合
だ
け
で
な
く
、譲
渡
や

死
亡
し
た
場
合
も
速
や
か
に
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。な
お
、出
生
日
や
異
動
日
の
登
録
も
れ
や
間

違
い
が
時
折
見
受
け
ら
れ
ま
す
。届
け
出
の
際
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

牛
の
個
体
識
別
情
報（
ト
レ
サ
）

の
届
け
出
は
正
し
く
速
や
か
に

お
願
い
し
ま
す

点
検
ポ
イ
ン
ト

点
検
ポ
イ
ン
ト

　

電
話
口
で
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
関
連

業
者
の
よ
う
に
話
し
、「
住
宅
の
修

理
に
保
険
が
使
え
ま
す
。共
済
金
請

求
を
代
わ
り
に
行
う
の
で
、修
理
見

積
を
作
ら
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」

と
勧
誘
す
る
事
案
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
に
関

し
て
、業
者
等
か
ら
共
済
金
請
求
代
行
や
サ
ポ
ー
ト
契
約
を

持
ち
か
け
ら
れ
た
ら
、契
約
す
る
前
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

共
済
金
請
求
代
行

業
者
を
か
た
る

電
話
に
注
意
！

稲刈り中もこまめに休憩
し、水分補給しましょう

帽子、吸汗速乾性素材の
衣服を活用し、収穫作業
に臨みましょう

⃝かゆみのストレスによる
　増体量の低下
⃝市場価値の低下

 　   感染すると…

皮
膚
真
菌
症
と
は

ど
ん
な
症
状
な
の
？

感
染
し
た
ら

　

ト
リ
コ
フ
ィ
ト
ン
・
ベ
ル
コ
ー
サ
ム
と
い
う
カ
ビ
の
一
種
が

起
こ
す
感
染
症
で
、皮
膚
に
付
着
す
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

　
【
写
真
１
】の
よ
う
に
子
牛
等
の
目
の
周
り
や
鼻
の
頭
に
、

白
く
丸
い
、脱
毛
し
た
よ
う
な
跡
が
み
ら
れ
ま
す
。ま
た
、か

ゆ
み
が
強
く
、同
居
牛
や
柵
等
に
患
部
を
こ
す
り
つ
け
る
よ

う
な
症
状
も
み
ら
れ
ま
す
。

患
部
を
広
げ
な
い
た
め
に

▼
酢
や
食
用
油
、ワ
セ
リ
ン
を
患
部
に
塗
り
ま
し
ょ
う
。

　

※
手
袋
を
装
着
し
、ハ
ケ
や
ブ
ラ
シ
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

他
の
牛
に
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に

▼
患
畜
を
隔
離
し
ま
し
ょ
う
。

▼
水
受
け
や
ス
タ
ン
チ
ョ
ン
を
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

牛
の
免
疫
力
を
上
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

治
ら
な
い
と
き
は
抗
真
菌
薬
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す

の
で
、一
度
、獣
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
間
に
も
感
染
す
る
？

　

水
虫
の
仲
間
な
の
で
、人
間
に
も
感
染
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。病
変
部
に
触
れ
る
と
必
ず
感
染
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、免
疫
が
低
下
し
て
い
る
と
き

は
危
険
で
す
。水
で
洗
い
流
す
こ
と
で
感
染
す
る
確
率

は
下
が
り
ま
す
。気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
、皮
膚

科
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 写真提供：牛の臨床３

【写真１】

皮膚真菌症の
疑い

耳標は正しく装着し、
出生・異動があったら

速やかに届け出しましょう

刈取部
刈刃、駆動チェーン（引き起こし・供給・搬送・
排ワラの各チェーン）への注油と、チェーンの
張りの調整を忘れずに！
特に作業終了後、汚れをしっかり落としてから
の注油が効果的です！

建物建物
共済共済

9　 ひろげよう和みの和 ひろげよう和みの和　 8



令和７年

大  豆 大  豆

令和６年

変更

今年、圃場を変更した方は、
特に確認をお願いします。

大  豆 水  稲

　

大
豆
共
済
加
入
時
に
発
行
さ
れ
て
い
る
耕
地
等
情
報
に
変
更

が
あ
り
ま
し
た
ら
最
寄
り
の
支
所
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

耕
地
等
情
報
の
内
容
が
正
し
く
な
い
と
、災
害
が
発
生
し

た
際
に
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。　　

　

再
度
、加
入
い
た
だ
い
て
い
る
耕
地
等
情
報
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、収
穫
前
に
す
き
込
み
を
行
う
場
合
は
、作
業
前
に

必
ず
最
寄
り
の
支
所
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

耕
地
等
情
報
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

 発芽期　　　　 　　　　 収穫期

1月　　　　　 12月

※

個人の場合 令和７年 令和８年

麦共済

 収入保険

麦共済から収入保険へ

　

令
和
８
年
産
麦
共
済
の
加
入
申
込
書
の
提
出
期
限
は
10
月

10
日
で
す
。耕
地
等
情
報
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、期
限
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

令
和
７
年
３
月
に
は
、強
風
で
県
内
で
多
く
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。共
済
金
の
支
払
い
は
１
、１
０
２
棟
で
５
、５
０
０
万

円
ほ
ど
と
な
り
、令
和
元
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風
19
号
の
被

害
と
比
較
す
る
と
、約
14
倍
の
被
害
と
な
り
ま
し
た
。日
々
の

ハ
ウ
ス
の
点
検
に
加
え
、台
風
や
強
風
等
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

「園芸施設共済」の
オンライン申請が

可能です
　令和６年度から「園芸施設共済」で、農林水産省
共通申請サービス（e-MAFF）によるオンライン申
請を行うことができるようになりました。

　NOSAI職員のサポート
もありますので、興味がある
方は最寄りの支所にお問い
合わせください。

台
風・強
風
に

備
え
ま
し
ょ
う

こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
を

加
入
要
件

　

麦（
秋
ま
き
の
六
条
大
麦
、二
条
大
麦
、小
麦
、

裸
麦
）の
耕
作
面
積
の
合
計
が
10
㌃
以
上
の
方

補
償
期
間

　

発
芽
期
か
ら
収
穫
期
ま
で

引
受
方
式
、補
償
割
合

　

引
受
方
式
お
よ
び
補
償
割
合
は
選
択
で
き
ま
す
が
、品
質

低
下
ま
で
カ
バ
ー
で
き
る
災
害
収
入
共
済
方
式
の
９
割
補

償
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

麦
共
済
と
収
入
保
険

　

麦
共
済
と
収
入
保
険
は
、補
償
期
間

が
異
な
り
ま
す【
表
１
】。

　

令
和
８
年
１
月
か
ら
新
た
に
収
入
保

険
に
加
入
さ
れ
る
方
は
、次
の
理
由（
※
）

か
ら
麦
共
済
に
加
入
後
、収
入
保
険
へ
移

行
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

※
麦
共
済
に
加
入
す
る
こ
と
で
、麦
の
発
芽
期

か
ら
収
入
保
険
の
補
償
開
始
ま
で
の
期
間
に
発

生
し
た
事
故
が
、収
入
保
険
へ
引
き
継
が
れ
ま

す
。収
入
保
険
に
移
行
の
際
は
、麦
の
共
済
掛
金

と
賦
課
金
が
全
額
返
金
さ
れ
ま
す
。

台風前の簡易チェックリスト

□ 最新の気象情報を確認しましたか？

□ ハウス周辺を片付けしましたか？

□ ハウス本体に腐食やサビはありませんか？

□ 換気部等の風の吹きこみ口となる箇所は
塞がっていますか？

□ 出入り口の補強や戸締りはしましたか？

□ 被覆材にたるみや破れはありませんか？

□ 被覆材の押さえ材に緩みはありませんか？

隙間ができやすい部分、めく
れやすい部分を押さえ材で
しっかりと固定しましょう

押さえ材（スプリング、パッカー）

【表１】 麦共済と収入保険の補償期間

加
入
申
込
期
限
は

　
月
　
日
で
す

10
10

　強風が見込まれる場合は、本体の被害を軽減するため、事前に被覆
材を取り外したり、巻き上げや、切除により損害を防止しましょう。な
お、損害防止のため切除した場合は共済金支払いの対象となります。
�　ご連絡がなかったり、遅延すると、共済金をお支払いできない場合
がありますのでご注意ください。

ご注意
ください!

園芸施設
共済

麦
共済

ご
加
入
の
ハ
ウ
ス
に
変
更

等
が
発
生
し
た
場
合

（
増
改
築
、被
覆
材
の
変
更
、被

覆
時
期
の
変
更
等
加
入
内
容
に

変
更
が
生
じ
た
場
合
）

ご
加
入
の
ハ
ウ
ス
に
共
済

事
故
が
発
生
し
た
場
合

大豆
共済

詳しくは
最寄りの支所

まで！

年間購読料
5,520円（郵送料込み）

農業共済新聞を購読してみませんか
〜農業保険コラボキャンペーン実施中！〜

　「農家に学び、農家に返す」を創刊以来の編集方針
として営農と暮らしに役立つ情報を提供しています。
農業共済や収入保険など制度の説明に加え、みやぎ
版や東北版では、支所職員が取材した地域の記事も
掲載しています。毎週水曜日、月４回の発行です。

  農業共済新聞とは・・・

ご愛読者プレゼントも実施中！ご愛読者プレゼントも実施中！
年３回、購読者の中から抽選で各10名の方

に地場産品が当たるご愛読者プレゼントも

実施中です。ぜひ、ご応募ください。

購読者の方は

  農業保険コラボキャンペーン
　農業共済または収入保険に加入している方で12
月末までに新規購読していただき、クイズに正解した
100名の方にクオカードをプレゼントします。

11　 ひろげよう和みの和 ひろげよう和みの和　 10
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ピックアップニュース
Pick Up News

21 3

4 5

迫

荒

川

川 398

398

346

みやぎ県北道路

登米市歴史博物館

●

36

190

36
●佐沼城址

鹿ヶ城公園
佐沼
IC

←登米
　市役所

佐沼中
文

ちょこっと

ぶらり

ゼ
ロ
か
ら
始
め
た
農
業
を

次
世
代
に
つ
な
げ
た
い

株
式
会
社
ユ
ナ
イ
ト　

  

山や
ま
ぐ
ち口 

慎し
ん
い
ち一 

さ
ん

　
「
自
社
産
と
地
場
産
の
食
材
を
使
用
し

た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
で
素
材
の
お
い
し
さ
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」と
話
す
の
は
、大
崎
市
鳴

子
温
泉
の
山
口
慎
一
さ
ん（
46
）。耕
作
放

棄
地
を
活
用
し
て
新
規
就
農
し
、令
和
４

年
11
月
に
株
式
会
社
ユ
ナ
イ
ト
を
設
立
し

ま
し
た
。

　

東
京
都
出
身
の
山
口
さ
ん
は
、前
職
で

農
業
分
野
は
次
世
代
へ
の
承
継
が
う
ま
く

進
ん
で
い
な
い
と
考
え
て
い
た
際
に「
国
道

47
号
線
沿
い
、道
の
駅
と
鳴
子
温
泉
の
間

と
い
う
集
客
が
見
込
め
る
位
置
に
３
㌶
の

耕
作
放
棄
地
を
見
つ
け『
こ
こ
で
農
業
を

や
る
』と
決
め
、購
入
し
た
」と
き
っ
か
け

を
話
し
ま
す
。

　

購
入
後
は
、２
年
を
か
け
て
自
ら
土
地

を
整
備
。ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
９
０
０
本
と
ヘ
ー

ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
30
本
の
苗
木
を
令
和
６
年
に

購
入
し
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。「
収
穫
し
た

農
作
物
に
付
加
価
値
を
つ
け
た
い
」と
、10

月
に
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店「
鳴
子
農
園
」を
敷
地

内
に
オ
ー
プ
ン
。地
場
産
の
鳴
子
上
原
牛

乳
や
地
酒
な
ど
を
使
用
し
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト

常
時
12
種
類
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
年
は
ブ
ド
ウ
や
ユ
ズ
、ロ
ー
ズ
マ

リ
ー
も
植
え
ま
し
た
。今
後
は
自
社
産
食

材
を
増
や
し
、い
ろ
い
ろ
な
ジ
ェ
ラ
ー
ト
に

挑
戦
し
た
い
で
す
」と
山
口
さ
ん
。現
在
栽

培
し
て
い
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ヘ
ー
ゼ
ル

ナ
ッ
ツ
も
使
用
割
合
を
増
や
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
７
月
か
ら
９
月
上
旬

ま
で
摘
み
取
り
園
と
し
て
営
業
す
る
ほ

か
、敷
地
内
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
も
あ
り
、通

年
営
業
し
て
い
ま
す
。山
口
さ
ん
は「
人
が

集
ま
る
場
所
を
目
指
し
、農
業
で
地
域
を

盛
り
上
げ
、次
世
代
に
つ
な
ぎ
た
い
」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

登
米
市
の
中
心
部
を
流
れ
る
迫

川
。そ
の
西
岸
に「
葛
西
大
崎
の
一

揆
」で
有
名
な
佐
沼
城
址
が
あ
り
、

佐
沼
城
の
別
名
か
ら「
鹿し

し
が
じ
ょ
う

ヶ
城
公

園
」と
し
て
整
備
さ
れ
、そ
の
敷
地

内
に
登
米
市
歴
史
博
物
館
が
あ
り

ま
す
。

　

展
示
テ
ー
マ
は「
武
家
文
化
と

民
衆
の
く
ら
し
」で
、常
設
展
示
の

中
に
は
、舟し
ゅ
う
う
ん運
に
よ
る
年
貢
米
出

荷
の
様
子
が
う
か
が
え
る
ジ
オ
ラ

マ
が
あ
り
、往
時
の
城
下
町
の
活

気
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
軽け
い
べ
ん便

っ
こ
」の
名
前
で

親
し
ま
れ
な
が
ら
、昭
和
43
年
に

廃
線
と
な
っ
た
仙
北
鉄
道
登
米
線

に
つ
い
て
も
、全
線
に
係
る
多
く

の
映
像
と
詳
細
な
資
料
で
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
の
隣
に
は
、佐
沼
城
最

後
の
城
主
が
住
ん
で
い
た
旧
亘
理

邸
が
あ
り
、明
治
25
年
に
建
て
ら

れ
た
主
屋
な
ど
は
昨
年
、国
の
登

録
有
形
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
前
期
と
言
わ
れ
る
表
門
、庭

園
に
そ
び
え
立
つ
樹
齢
３
５
０
年

と
も
推
定
さ
れ
る
黒
松
は
見
ご
た

え
十
分
で
す
。

　

こ
の
２
施
設
と
、隣
接
す
る
民

具
展
示
館
も
入
館
無
料
で
、９
月

28
日（
日
）ま
で
戦
後
80
年
企
画
展

「
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
み
る
昭
和
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。家
族
そ
ろ
っ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

登
米
市
迫
町

登
米
市
歴
史
博
物
館

角田市藤尾

長
な が お

尾 秀
しゅうきち

吉 さん（72）

損害評価員歴４年

　水稲40㌃と野菜20㌃を家族で栽培しています。
家族や地域農家と協力し合いながら栽培できること
がとても楽しく、自分が手掛けた作物なので安心し
て食べられます。
　万が一の被害に備えて、ＮＯＳＡＩに加入している
地域農家のために、自分に何ができるのかを常に考
え、今後も地域を見守っていきたいです。

仙台市太白区秋保

佐
さ と う

藤 正
まさあき

明 さん（73）

共済部長歴10年

　乳牛70頭を飼養するほか、転作田６㌶で飼料作
物を作付しています。今年から息子へ経営移譲した
ので、現在は家庭菜園をしながら息子の成長を見守
り、指導しています。近年は農業経営の大規模化・法
人化という流れにありますが、わが家は昔からの家
族経営を大事にしていきたいです。
　NOSAIは農業者にとって必要不可欠なので、これ
からも農業者のためにがんばってほしいと思います。

県南支所 中央支所

歴史を学ぼう

旧亘理邸の玄関付近

登米市歴史博物館
住　　所	 登米市迫町佐沼字内町63−20
電　　話	 ０２２0−２1−５411
営業時間	 ９時～16時30分
　　　　　（入館は16時まで）
休  館  日	 毎週月曜日（祝日にあたる場合　
　　　　  は翌日）と12月29日～１月３日

お
問
い
合
わ
せ

大
崎
市
鳴
子
温
泉「
鳴
子
農
園
」

電　
　

話

０
２
２
９（
８
７
）８
９
６
３

舟運のジオラマ。お侍さんが年貢米の状況を確認しています

13　 ひろげよう和みの和 ひろげよう和みの和　 12
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パズル制作：エッグハウス：takao

パズル制作：エッグハウス

1秋の日は〇〇〇落とし。
2ににんがし、にさんがろく。
3ラジオなどの聴き手のこと。
4警察官の乗っている自動二輪車。白〇〇。
5栗駒山の紅葉は「神の○○○○○」と呼ばれます。
7消防隊は〇〇〇の覚悟で現場に向かった。
9「イメチェン」と略さず言うと、○○○○チェンジ。
⓫ひねることを英語で。ダンスの名前にもあります。
⓬山びこを他の言い方で何と言う？
⓭〇〇〇は寝て待て。

1作る人。この映画には〇〇〇〇の思いが込められている。
4人の話を聞き流している。〇〇東風。
6照度の単位。
7トラックやバスはガソリンではなくコレを燃料にします。
8♪からす  なぜ鳴くの♪  この曲のタイトルは『〇〇〇の子』。
9アルファベットの5番目。
⓾しかるように励ますこと。〇〇〇激励。
⓬「金のいぶき」「だて正夢」などの品種がある作物。
⓮ラップで踏まれています。
⓯特に栗原市でよく栽培されているかぼちゃの品種。
⓰「本気」「真剣」という意味の言葉。実は江戸時代から使われていたとか。
⓱〇〇は金なり。

平　間　友　子さん（大河原町）

鈴　木　恵　子さん（村田町）

岡　田　秀　子さん（川崎町）

山　口　　　實さん（名取市）

板　宮　とよ子さん（大和町）

我孫子　一　子さん（加美町）

髙　橋　よしのさん（大崎市）

今　出　千　代さん（栗原市）

小　山　孝　子さん（気仙沼市）

佐　藤　敏　子さん（石巻市）

58号の当選者
（応募総数は207通でした）

59号の答えと58号の当選者 応募方法

①クロスワードの
　答え
②郵便番号・住所
③氏名　④年齢
⑤電話番号
⑥NOSAIや広報紙
　に対するご意見など

9 8 9 6 3 2 1

うら おもて

大崎市三本木
字大豆坂24-3

NOSAI宮城
本所広報係 行

※ 85

記 入 例 　はがきに記入
例のとおり明記の
上、ご応募くださ
い。正解者の中
から抽選で、10人
の方にクオカード
を差し上げます。

●〆切  2025年10月31日（金）
	 〈当日消印有効〉
※2024年10月からはがきの料金が値上げになっています。★当選者は次号に掲載します。

1 9 6 3 5 7 2 8 4
7 4 5 8 1 2 3 9 6
8 3 2 6 9 4 1 5 7
3 7 8 2 6 9 4 1 5
4 2 9 5 8 1 7 6 3
5 6 1 4 7 3 9 2 8
6 1 3 7 2 8 5 4 9
2 5 7 9 4 6 8 3 1
9 8 4 1 3 5 6 7 2

59号のナンバープレース
の答えは

ヒント 秋の大型連休

ヨ
コ
の
カ
ギ

  二重ワクのところに入った文字をA〜Hの順に
  並べて、一つの言葉にしてください。 タ

テ
の
カ
ギ

でした。3 7 1 4

　
ぼ
く
の
じ
っ
ち
と
パ
パ
は
、
お
米
や
ネ

ギ
、
サ
ト
イ
モ
な
ど
の
野
菜
を
作
っ
て
い
ま

す
。
お
姉
ち
ゃ
ん
は
お
米
が
お
い
し
す
ぎ

て
、
い
つ
も
お
か
わ
り
し
て
い
ま
す
。

　
パ
パ
は
、「
せ
ー
せ
ー
フ
ァ
ー
ム
」
と
い
う

名
前
で
農
業
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
や
っ
て
い

ま
す
。
ぼ
く
は
ト
ラ
ク
タ
ー
が
大
好
き
で
、

よ
く
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
お
姉
ち
ゃ
ん
や

妹
と
一
緒
に
動
画
に
出
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
大
き
く
な
っ
た
ら
、
パ
パ
み
た
い
に
ト
ラ

ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
機
械
を
一
人

で
運
転
し
た
い
で
す
。

プ
ロ
農
家
に
な
り
た
い

齋さ
い
と
う藤 

清せ
い
し
ゅ
う秋

仙
台
市

kizuna　絆レター letter

　
登
米
市
の
保
育
園
に
勤
め
て
い
ま
す
。子
ど

も
と
接
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
、保
育
と
共
に

子
ど
も
の
発
達
を
学
べ
る
と
い
う
点
に
魅
力
を

感
じ
、就
職
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
、行
動
す

る
こ
と
を
心
が
け
な
が
ら
、成
長
・
発
達
に
貢
献

で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
休
日
は
実
家
の
あ
る
気
仙
沼
市
に
帰
省
し
、

愛
猫
と
遊
ん
だ
り
、雑
貨
屋
さ
ん
巡
り
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
特
技
で
あ
る
工
作
や
絵
を
生
か
し
、

保
育
士
と
し
て
の
仕
事
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た

い
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
発
育
を
見
守
る

登米市迫町

      遠
えんどう

藤 奈
な お

央 さん

きずな

　　お母さん 育
い く み

美さん

　

お父さん 清
せいだい

大さん

    齋
さ い と う

藤　清
せいしゅう

秋くん（8）

　結
ゆ い な

菜ちゃん（4）　　新
に い な

菜ちゃん（11）

緑の
トラクターが
ほしい！

おじいちゃん 清
せ い た

太さん

お
た
よ
り
広
場

●
み
や
ぎ
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
拝
見
し
、興
味
を
持
ち
ま
し
た
。ド

　

ラ
イ
ブ
好
き
の
夫
と
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
【
栗
原
市
Ｓ
・
Ｓ
さ
ん
】

●「
ち
ょ
こ
っ
と
ぶ
ら
り
」は
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。「
多
賀
城

南
門
」が
完
成
し
た
の
で
、ぶ
ら
り
旅
し
た
い
で
す
ね
。

　
【
白
石
市
Ｍ
・
Ｍ
さ
ん
】

●
絆
レ
タ
ー
が
楽
し
み
で
読
ん
で
い
ま
す
。親
の
仕
事
を
し
て
い
る

　

姿
を
ち
ゃ
ん
と
見
て
、パ
パ
の
お
し
ご
と
を
将
来
頑
張
り
た
い
と

　

い
っ
て
く
れ
て
頼
も
し
い
で
す
。　　
　
　
　
　
【
松
島
町
Ｗ
・
Ｋ
さ
ん
】

表紙撮影を終えて
　

梅
雨
の
晴
れ
間
の
７
月
上
旬
、名
取
市
の
美

食
農
園
ラ
・
フ
ァ
ー
タ
の
北
釜
ハ
ウ
ス
に
お
邪
魔

し
ま
し
た
。大
玉
ト
マ
ト
を
主
体
に
生
食
用
の

栽
培
と
、加
工
品（
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
）を
製
造

し
、ハ
ウ
ス
に
併
設
す
る
直
売
所
で
販
売
す
る
ほ

か
、市
内
外
の
飲
食
店
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

独
立
ポ
ッ
ト
型
養
液
土
耕
栽
培
に
取
り
組
ん

で
お
り
、セ
ン
サ
ー
を
用
い
て
必
要
最
低
限
の
水

と
肥
料
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。ま
た
、低
段
密
植

栽
培
も
実
践
し
て
お
り
、土
壌
病
害
が
ま
ん
延

す
る
リ
ス
ク
が
少
な
い
た
め
管
理
し
や
す
い
と

い
い
ま
す
。

　
「
採
れ
た
て
の
新
鮮
さ
と
甘
く
て
お
い
し
い
完

熟
ト
マ
ト
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

名取市増田
美食農園ラ・ファータ

半
はんざわ

澤 瑛
え い じ

司さん（41）

　

組
合
で
は
、掛
金
等
に
つ
い
て
農
林
水
産
省
お
よ

び
宮
城
県
か
ら
現
金
の
取
り
扱
い
を
な
く
し
、口
座
振

替
に
移
行
す
る
よ
う
指
導
を
受
け
、共
済
掛
金
等
の

現
金
集
金
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

口
座
振
替
の
利
用
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

家
畜
共
済
の
疾
病
傷
害
共
済
で
は
、家
畜
に
病
傷

事
故
が
発
生
し
獣
医
師
の
診
療
を
受
け
る
場
合
、原

則
と
し
て
畜
主
の
立
ち
会
い
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、受
診
後
は
、診
療
を
行
っ
た
獣
医
師
か
ら
診
療

内
容
等
の
説
明
を
受
け
、診
療
通
知
書
の
交
付
を
受
け

て
３
年
間
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、大

切
に
保
管
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

家
畜
の
診
療
通
知
書
の
内
容
は

必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う

口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

お し ら せ

さわやかさん
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秋ナスでおいしく２品プラス
ナスのかば焼き

とチーズ焼き
❶ナスを一口大の乱切りにし、水にさらしアクを抜く。
❷キッチンペーパーでしっかり水気を取り、ナスを片栗
粉と一緒に食品用ポリ袋に入れ、振ってよくまぶす。
❸天ぷら鍋にサラダ油を入れ、❷を揚げる。

ナスのかば焼き
❹フライパンに市販のかば焼きのタレを入れて熱し❸
を入れ、ナスにタレがよく絡んだら皿に盛りつける。
❺白ゴマを指先でひねりながら振りかけたら、出来上
がり。

ナスのチーズ焼き
❹火にかけたフライパンに❸を入れ、市販のピザソー
スと塩、コショウをよく絡める。
❺チーズをのせてふたをし、とろけるまで火が通った
ら、皿に盛り付けて出来上がり。

登米市中田町

春
か す が

日 とみ子
こ

さん

作 り 方

表紙や「わが家の味レシピ」「Pick Up News」「絆レター」「さわやかさん」など取材にご協力いただける方を
募集しています。ご協力いただける方は、最寄りの支所へご連絡ください。掲載後に謝礼を進呈します。

各家庭で
アレンジも楽しんで
みてください

募集中

紹 介 者

み な
 ご

材 料〈２人分〉
ナス	 300～400g
片栗粉	 大さじ1
サラダ油	 適量

 ナスのかば焼き
かば焼きのタレ	 大さじ2
白ゴマ	 少々

 ナスのチーズ焼き
ピザソース	 大さじ2
塩、コショウ	 少々
ピザ用チーズ	 30g

県南支所

県北支所

中央支所

本　　所
〒989-6321	大崎市三本木字大豆坂24-3
	 大崎市三本木総合支所4F
☎0229-87-8281㈹

県南支所
〒981-1505 角田市角田字町田113
☎0224-63-2012　0120-059-431

中央支所
〒989-6321	大崎市三本木字大豆坂24-3
	 大崎市三本木総合支所3F
☎0229-87-8271㈹　0120-832-141

県北支所
〒987-0512 登米市迫町森字平柳34-88
☎0220-22-8411㈹　0120-818-413

ホームページ
https://www.nosaimiyagi.or.jp/

県南家畜診療センター
〒989-0731 白石市福岡深谷字桜丘前10
☎0224-25-4565㈹

中央家畜診療センター 兼 家畜診療研修所
〒981-3602 大衡村大衡字平林39-4
☎022-345-2241㈹

中央家畜診療センター 古川支所
〒989-6251 大崎市古川小野字嵐山26-1
☎0229-28-2581㈹

県北家畜診療センター
〒987-0611 登米市中田町浅水字二号416
☎0220-35-2880㈹

●�かば焼きはナスを縦に切って作り、ご飯にのせてかば焼き丼にしてもおいしいです。
●�チーズ焼きはナスが苦手なお子さんでも食べられるようです。オーブン調理もできますが、
２品をフライパンだけで作れるのでおすすめです。

ポイント


